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1. はじめに 

CALL (Computer Assisted Language Learning) シス

テムと呼ばれるコンピュータを利用した語学学習システ

ムが，多くの語学教育の場で活用されてきている[1]．今

後，学習者が発音を行い，その音声に対して評価や矯

正指導を自動的に行うことが期待できる．本研究では，

中国人話者の正しい母音発音の特徴を分析し，日本

人学習者の発音と比較をした． 

2. 音声資料 

中国語を母語とする男性中国人話者 7 人の単母音

音声を中国語教材より収集した．また日本語を母語と

する男性学習者 7 人に中国語教員が 30 分間の中国語

単母音発音指導を行い，その直後に単母音発声を録

音した．単母音は「a,o,e,yu,yi,wu」の６種類とした．なお，

声調については以下の分析に対して影響が小さいこと

を事前に確認し，第一声を対象にした． 

3. 音声の分析 

収集および録音を行った音声資料を元に，大塚氏の

研究[2]に倣い，音声特徴として第 1 と第 2 フォルマント

周波数(F1, F2)をそれぞれ抽出した．F1 は「口の開き」，

F2 は「舌の前後位置」に対応している． 

また，日本人学習者の音声資料に対して，中国語教

員１名が音声のみを手掛かりとして，1(下手)～5(上手)

の５段階主観評価を行った．  

4. 結果 

図 1 は中国人話者，図 2 は日本人学習者がそれぞ

れ発音した単母音の F1-F2 をプロットしたものである．

図の楕円は中国人話者の音声に対する６０%の確率楕

円である．図 2 のプロットに使用した数字は上述の主観

評価値である．日本人学習者の発音の大部分は中国

人話者の分布に近いほど高評価となる傾向にあった．

一方で， 

・確率楕円の外でも評価 5 がある． 

・評価 4 と 3 の間に 2 がある． 

・yi では楕円内にあっても評価が 1 のものがある． 

・yi と yu のように中国人話者でも F1-F2 空間で分離

されないものがある． 

 等の知見が得られた． 

5. 今後の課題 

中国語学習者の発音評価や矯正を自動化するための

前段階として，中国語単母音発話の収集と特徴分析・

比較を行った．今後は，数量が少なかった音声資料を 

 

 
図１．中国人話者発音単母音の F1-F2 分布 

 
図 2．日本人学習者発音単母音の F1-F2 分布 

(数字は発音評価値) 

 

追加収集・録音をしていく必要がある．また，中国語の

円唇・非円唇の判別をするために，F1, F2 以外の特徴

量についても分析や検討を行っていく必要がある． 
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